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「高度かつ専門的な医療と温かみのある医療サービスの提供で、
                          能登全域の住民の健康を守ります。」

２月には、記録的な寒波・大雪が２度も列島を襲い、皆様も

大変な思いをされたことと思います。幸い七尾地区は、交通に

支障は出たものの大きな被害は免れ、残雪も終わりが近づい

ているように感じます。

例年、この時期になると脳疾患や整形外科疾患、誤嚥性肺

炎などの患者さんが多く来院され、入院を余儀なくされる方

も多くいらっしゃいます。能登全域の急性期疾患に対する治療

にチーム一丸となって取り組み、能登地域の住民が迅速かつ

適切な治療を受けられるよう地域医療連携に取り組んでいき

たいと思います。

地域医療支援センター長 山端 潤也

センター長のごあいさつ

小児科休日当番日のご案内

３月 20日 ４月 6日

脳神経外科のご紹介
副部長 会田 泰裕

日頃から脳卒中診療にご尽力頂き、誠に有難うございます。

2０２４年の急性期脳梗塞に対する血栓回収術は35件で、

当院は県内で1番多く施行している施設となりました。また一

昨年来から取り組んでいる「のと脳卒中スクランブル」によっ

て、病院着から治療開始までの時間は、115分から49分（い

ずれも中央値）と大幅な短縮を達成しました。そのお陰で、劇

的に症状が改善する患者さんも増えています。医療機関の先

生方には、早々に患者さんをご紹介いただきありがとうござい

ます。今後も引き続きご紹介をよろしくお願いいたします。

がんサロン「寄愛」のご紹介

日 時：令和７年３月７日（金）１４時～１５時

場 所：がん相談支援室

対 象：がん患者さん及びそのご家族

（当院にかかられていない方でも参加できます。

ただし、入院中の方はご遠慮ください。）

参加費：無料

（開催当日は、１３時５５分までにＡブロック

受付にお声掛けください。）

当院では、がんサロン「寄愛」として
患者さんやそのご家族など、同じ立場の人ががんの
ことを気軽に語り合う交流の場を設けています。

シャボンラッピングとマッサージで癒されませんか

要予約：地域医療支援センターまでお声掛けください

TEL:0767-52-8718

10月よりがんサロンを再開しました
今回はアロマクリームで香りとマッサージを楽しみました

 

がんサロン「寄
より

愛
あい

」のお知らせ 
以下の日程で開催しますので、たくさんの参加をお待ちしております。 

 

 

「アロマ入り保湿クリームで香りやハンドマッサージを楽しみませんか」 

 

日時： 10月 4日 （金） 14：00～15:00  場所：第 3会議室 

参加対象：がん患者さんやそのご家族 

（当院にかかられていない方でも参加できます。ただし外来に限ります） 

要予約 地域医療支援センターまでお声かけ下さい 

当日は 13：55までに Aブロック受付にお声かけ下さい  

 

緩和ケア委員会サロン部会 

がんサロン「寄愛」のお知らせ

以下の日程で開催しますので、たくさんの参加をお待ちしております。

「食のお悩み」座談会

日時：2月7日（金）14:00～15:00

場所：3階がん相談室
参加対象：がん患者さんやそのご家族

（当院にかかられていない方でも参加できます。

ただし外来に限ります)

＊要予約 地域医療支援センターまでお声かけ下さい

＊当日は13：55までにAブロック受付にお声かけ下さい

緩和ケア委員会サロン部会

よりあい
がんサロン「寄愛」のお知らせ

以下の日程で開催しますので、たくさんの参加をお待ちしております。

 シャボンラッピングとマッサージで癒されませんか」
日時：3月7日（金）14：00～15:00
場所：がん相談支援室
参加対象：がん患者さんやそのご家族

（当院にかかられていない方でも参加できます。ただし外来に限ります)
要予約 地域医療支援センターまでお声かけ下さい
当日は13：55までにAブロック受付にお声かけ下さい

緩和ケア委員会サロン部会

よ り あ い



発行元 〒926‐0816 七尾市藤橋町ア部6番地4 公立能登総合病院 地域医療支援センター
      TEL：0767-52-8718 FAX：0767-52-8772      Email：renkei@noto-hospital.jp

研修医のひと言

研修医 村中 貴

在宅療養後方支援病院のご案内

地域医療を包括的に支援することを目指し、当院も令和７年1月より「在宅療養後方支援病院」となりました。

在宅療養後方支援病院とは

在宅療養中の患者さんの診療
情報をあらかじめ共有しておき、
在宅療養を担当されている先生
方からのご紹介で、緊急時に速
やかに入院受け入れを行う、在
宅療養のバックアップ体制構築
のための仕組みです。やむを得
ず当院で入院治療が行えない場
合は、当院が他医療機関と連携
し、適切な医療機関をご紹介し
ます。

在宅療養後方支援病院の支援対象となる患者さん

以下の①～③すべてを満たす患者さんが対象です。
①在宅療養担当医療機関で以下のいずれかを算定されている方
・C002 在宅時医学総合管理料 ・C002-2 施設入居時等医学総合管理料
・C003 在宅がん医療総合診療料 ・在宅療養指導管理料（C101 在宅自己注射指導管理料は除く）
⓶訪問診療を受けられている方
③公立能登総合病院以外の医療機関で入院希望の届出を行っていない方

対象患者さんは、事前に患者情報等の登録が必要です。当院の在宅療養後方支援病院を

ご希望される場合は、地域医療支援センターまでご連絡ください。

地域医療支援センター地域医療連携係 TEL：0767-52-8718

連携イメージ図

公立能登総合病院

在宅療養中の
患者さん

かかりつけ医

退院時連携、
定期的な情報交換

事前登録、
緊急時の紹介

訪問診療緊急時の診察、入院

研修医1年目の村中です。昨年7月から、1年の間当院で
研修させて頂いております。
研修中、指導医の立ち会いの下で、脳神経外科では慢

性硬膜下血腫の穿頭血腫除去術、消化器内科では腹水穿
刺、腎臓内科では中心静脈カテーテル留置術と多くの手
技の経験をさせて頂いております。いずれの手技も、上
手な先生の手技を見学する時間はあっという間に過ぎて
しまうのに、自分で冷や汗をかきながら実施する際はと
ても時間がゆっくりと進みます。「あの先生はここでは
どうしていたかな」「教科書の隅々までもっとちゃんと
頭に入れておけば良かった」などと思いながらも、平静
を保ち、場合によっては指導医にそれとなく助け舟を求
めつつ手順を進めていきます。手技の目的が無事達成出
来ると、一息つきつつも、次からはもっと冷静に、安
全・安心に、手早く実施するために何に注意すべきかと
振り返りを行っています。

未熟な自分に身体を預けて下さる患者さんと、根気強く、
また気前よく教えて下さる先生方に感謝しつつ、医の道
は長いな、と身にしみて感じています。

院内の中庭に季節の行事を意

識した飾りつけをしています。今

回も栄養部が、ひな祭りにちな

んで、ひな人形をラップの芯で

作成してくれました。

ご来院の際には、ご覧ください。

なお、期間限定なのでいつまで

あるかわかりません（汗

担当者のつぶやき
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